
研修テーマ

講師

⽇程・時間数 ⽇衛単位

⼀般⽬標

到達⽬標

学習⽅略

学習評価
(⼈材育成研修⽣)

参考図書等

1) 摂⾷嚥下障害患者に対する訓練の⽬的と介⼊⽅法を考えることができる
2) 訓練効果の評価⽅法を理解することができる
3) 間接訓練の種類と適応を説明することができる
4)訓練の⼿技を相互実習を⾏うことで理解することができる 

・講義＋演習形式

プレ・中間・ポストテスト

摂⾷嚥下リハビリテーションとして⾏う機能訓練の選択、訓練効果の評価⽅法についてなどを実践的に学ぶ。

2025年度 愛知県⻭科衛⽣⼠会研修会 シラバス

実践しよう、間接訓練！

⾕⼝ 裕重 先⽣
朝⽇⼤学⻭学部 ⼝腔病態医療学講座 摂⾷嚥下リハビリテーション分野

渡邉 理沙 ⻭科衛⽣⼠ 愛知県⻭科衛⽣⼠会

A-b-Ⅳ-H 1単位
A-b-Ⅴ-A 3単位

10⽉26⽇(⽇)
10:00〜15:00
集合型


